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圉
シビル・モホリ=ナギ著
下島正夫 ・高取利尚訳
「モ ホ リ=ナ ギ/総 合 への 実 験 」
ダ ヴ ィッ ド社,1974.8。15.2版¥1,200.
ハ ンガ リヤ 生 れ の ラ ッス ロ ・モ ホ リ=ナ ギの 名 は,バ ウハ ウス の優 れた教 師 た ちの一 人
と して,デ ザ イ ンに関係 す る人 々,さ らに は ひ ろ く造 型 活動 にた ず さ わ る人 々の 中 で親 し
い存 在 で ある 。 だ が彼 が バ ウハ ウ ス にお いて 教 育 に従 事 し,同 時 に創 作 者 と して の成 果 を
挙 げ たの は足 か け6年,正 味5ケ 年 の 間 で あ った 。28才か ら32才とい うま さに 自己 の個 性
を造 型 世 界 の 中で 形 成 しよ うとす る その坂 道 の登 り口 に おい て,彼 はほ ・"その 後 に続 く生
涯 のテ ー マ を展 開 して い た。 そ れ は極 め て充 実 した5ケ 年 間で あっ た と言 わね ば な らな い。
各 種 の 強 烈 な個 性 の うず 巻 くバ ウハ ウ スの 中 にあ って の活 動 は,ホ モ リの金 工 教室 主 任
・基 礎 過程 の担 任 とい う枠 を こ えて,バ ウハ ウス恒 例 の 仮装 舞 踏会 の ス テ ー ジデ ザ イ ン ・
出版 事 業 と して のバ ウハ ウ ス叢書 へ の ビジ ュ アル な参 加一 わ けて も彼 の写 真 に関 す る技 術
と表現 力,そ れ に タイ ポ グ ラフ ァー と しての 独 自の レイ アウ ト作 業 な ど と して あ らわ れ た。
マイスター
また教 育 に関 して は 『年上 の"師 匠"た ち・…に備 わ って いた典 型的 に ドイ ツ流 の 鷹揚 さや
高 く構 えた と こ ろ が ない こ とだ っ た。・…学 生 との 関係 で は,教 師 だ とい っ て か さに か か る
こ とは なか っ た し,は じめ に しば しば 学生 と間違 わ れ た時 に は喜 んで い た』。 そして,バ ウ
ハ ウス教 授 陣 の だ れか れ が 『自身 が解決 しな けれ ば な らなか った こ と を彼 に押 しっ け た。
しか し,モ ホ リは子供 の よ うに喜 んで,い われ た こ と は全部 し,彼 の 精 力 は無 限 の よ うに
み えた』。
若 い教 師 モ ホ リ=ナ ギ が教育 と,そ の実 験 的 な制 作 と に全 力 をか たむ けっ っ 学 生 と共 に
あ った こ とが うか が えよ う。
だ が1928年1月,外部 か らの圧 力 と内部 で の抗 争 の す えグ ロ ピウ スは辞 任 し,モ ホ リ も
数 日後 これ に続 いて辞 任 した 。バ ウハ ウ ス期 の彼 の活 躍 の描 写 も さる こ とな が ら,こ の 書
物 で は む しろ その 後 の状 況 に重 点 がお か れ る。
1928年の秋,モ ホ リはベ ル リ ンに行 き,こ ・で3年 後 の1931年この 書物 の 著 者 で あ り後
年彼 の夫 人 と な る シ ビル に逢 うこ と とな る。 ベ ル リ ンで の モホ リは 「ホ フマ ン物 語」 「フ
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イガ ロ」 ヒ ンデ ミー トの 「前へ 後 ろへ 」 また 「マ ダム ・バ タフ ライ」 な どの舞 台 装 置 を手
が け,こ れ は従 来 の もの と あま りに もそ れぞ れの イメ ー ジが異 るため に讚 非 両論 が沸騰 す
る。 と く に 「マ ダ ム ・バ タ フ ライ」 の ス テー ジで は 『動 く光,止 ま る こ との ない陰 の劇 的
なゆ がみ,透 明 体 や半 透 明体 の感 情 的 な興 奮 とい った微 妙 な方 法 に よ って視 覚 的革 命 の た
め に主 張 した"総 合劇 場"と'機 械 によ る とっ ぴ さ"で 残 った 唯一 の もの は奔放 に使 われ
た 原色 と気 ま ぐれ な線 と形 で あ る衣 装 だ った』。
これ らの 光 に よ る空 間へ の アプ ロー チ は,モ ホ リが 青 年時 代 か ら2次 元平 面 上 に おい て
制 作 して いた い わ ゆ る絵 画 の 中 にも見 出 され る もの で,彼 の絵 画 制作 は一時 期 下火 と な り
後 年再 び燃 え上 る まで,ほ ・"一貫 して 非具 象 の構 成 主 義 的 な表 現 を基 礎 と して 展 開 され て
い る。 キ ャ ンバ ス や板 の上 で の 光 の探 求 は,モ ホ リ に と って その 表現 材 料 を必 ず しも油絵
具 に限 るもの で は な かっ た。 実 制作 の 際,彼 は油絵 具 その もの の マ テ リアル を中性 化 して
しま うた め にサ ン ドペ ー パ ーで み が き上 げ,平 滑 な面 を こ し らえ る努 力 を した り して い る。
す な わ ちスム ー ズ な色 面,物 理 的 に光 線 を反 射 す る色 面 の構 成 その もの によ って,他 の 余
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分 な筆 勢 や表 面 に形 成 され る感 情 的 な凹 凸 を意 識 的 に排 除 し,主 観 的 な もの を客観 的 な も
の に接近 させ よ うと努 め た ので あっ た。 これ はモ ン ドリ ア ンの ネ オプ ラ ステ イ シズ ム な ど
に見 られ る もの と共通 す る。事 実 モ ホ リはパ リの モ ン ドリア ンの ア トリエ を訪 れて,二 人
で構 成 の配 置 につ いて の デ ッサ ン を行 っ・た りも して い る。 この よ うな とこ ろか ら考 える と
モ ホ リ に とって 油絵 具 はた また ま一番 手 近 か に存 在す るマ テ リア ルで あ った にす ぎず,更
に 良質 の あつ かい 易 い色 彩 材料 があ れ ば彼 は跨 躇 す る こ と な くそ れ に切 替 えた こ とで あ ろ
う。 また彼 の 写 真 技術 に対 す る愛 着 と,そ れ を基 に した さ ま ざまの 実験 も同 じ く,光 と い
うもの へ の彼 の 執 拗 な追 求 を示 して い る。 と くに レ ンズ を使 用 しな い即 物 的 な印 画作 業 を
フ ォ トグ ラム と名 づ け,印 画紙 上 の ス ムー ズ な明 暗関 係 を密 度 あ る表現 行 為 にまで 引上 げ
た の もモ ホ リで あ る。 写 真 の発 展 上 に行 われ る映 画製 作 も また 同様 で あ る。 ベ ル リ ン時 代,
彼 は シナ リオ ・ライ ターで あ るシ ビル夫 人 と共 に短 篇 の映 画 を撮 って い る。 ここで彼 は光
に対応 す る"影"を と らえ る こ とによ って更 に深 く光 そ の もの を と らえる こ とに な る。 そ
してベ ル リ ン,ロ ン ドン,シ カゴ時 代 に作 っ た い くっ か のモ デ ュ レー ター は,そ れ ぞ れ に
ライト・モデユレー ター
光 調節 機,ハ イ ラ イ トの あ る空 間調 節機,色 彩 と光 の調 節 機 な ど と名 づ け られ た。 これ ら
は 金属,板,プ レク シグ ラ ス,プ ラス チ ッ ク,セ ル ロ イ ドな どで作 られ た立体 また は半立
体 的造 型 物 で 『そ れが ゆ っ く りと向 く と,目 に見 え ない 光線 が き らめ き,巨 大 な影 を壁 と
天 井 につ くっ て消 えた』。
だ が,こ とよ うな前衛 の活 動 は,バ ウハ ウス に加 え られ た圧 力 と とも に政 治 的 な プ ロパ
ガ ン ダに よ って裁 断 され る時 期 が や って来 て い たの で あ る。 い わ く,「 ボ ル シェ ヴ ィキ 文
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化」。
そ して思 想 的 に も変 貌 して行 くベ ル リンで モ ホ リの 知 人,彼 が その 舞台 装 置 を デザ イ ン
した 作 曲家 は彼 に迫 る ので あった 。
『… … きみ や きみ の よ うな手合 い が革 命 的 な芸 術 を売 り渡 す の だ し,… … きみの 退癡 や気
取 った実 験 で,大 衆 の 芸術 家 や作 家 に対 す る信 頼 を壊 して い る。 きみ が大 衆 を馬 鹿 に して
い るか らこそ 彼 らは も はや芸 術 を信 じない の だ』。
モ ホ リに と って初 めて の娘 ハ トゥラ が誕 生 して 間 もな く彼 は赤 ん 坊 の写 真 や映 画 を撮 り
ま く り 『モ ホ リの友 だ ちは彼 と会 うとす ぐ赤 ん坊 の写 真 の 最近 作 シ リーズ を胸 の ポ ケ ッ ト
か ら取 り出 され るの で 閉 口す るよ うに なっ た』。 そ して娘 の 成 長の 過程 を映 画化 ししかも三
回 も繰 返 して上 映 した と き,そ こ に残 って い たの は ロ シ アの 映画監 督 セ ル ゲ イ ・エ イ ゼ ン
シュ タ イ ンだ け で あ った。 エ イゼ ンシ ュタ イ ンは ア メ リカで映 画 の仕 事 を しソ ビエ トロ シ
アへ 帰 国 の途 中で あ った。 彼 は ソ ビエ ト政 府 がア メ リカで の仕 事 を喜 んで い ない こ とを知
って いた に も か ・わ らず祖 国 ロシ アへ帰 る と言 う。裁 判 にか け られ るの で は ない か と,モ
ホ リは心配 す る。 それ で も私 は帰 る,と 映 画監 督 は言 う。 『人 間 は国 がな くては 生 きられ
ませ ん 』。 モ ホ リはその 言葉 に軽蔑 の イ ミを こめ て言 う。 『芸 術 家 に と り自分 の 国 なんて も
の は ない』。 エ イゼ ンシュ タイ ンは反 論 した。 『きみ は子 供 だ よ …… そ して きみ が死 ぬ時 一
(ハンガ リア の)連 中 は きみ が死 ぬ,と きみ の 国 の こ とば で い う』。 モホ リは それ を さ ら に
反論 す る 『… … われ わ れ は15年前 に国 とい うもの を一 掃 した。 われ わ れの国 籍 は頭 の中 に
あ る』。
10年の の ち シ カ ゴで モ ホ リは,ハ ンガ リア民 主 会議 をっ くる こ とに な り,そ して1946年彼
は死 の床 で ハ ン ガ リア人 の 医者 の来 た の を喜 び,そ して 最期 の 言葉 は 自 らの 誕 生 した土 地
の言 葉 で あ っ たの だ。
モ ホ リはベ ル リ ンを離 れ て オ ラ ン ダに落着 い た。 オ ラ ンダで の彼 の仕 事 は大 印刷 会 社 で
の タイ ポ グ ラ フ ィ顧 問,そ して新 ら しい カ ラー写 真 の 開発 で あ り,グ ラフィックデザ イ ン と
として雑 誌 の 表紙 や書 物 の装 幀 な どを行 った 。 しか し彼 が意 気 込 んで や りは じめ た カ ラー
フ ォ トグ ラム の 実験 な どは 技術 的 に充 分 な段 階 に達 して は お らず画 面 の色 が あせ て来 た り
した 。 こ れは 彼 の技 術 が未 熟で あっ だ とい うよ りも,カ ラー フ ォ トグ ラフ ィ自体 が未 発達
の状態 で あっ た か らで あ ろ う。1934年ご ろの状 況 で あ る。 会 社 と して は この よ うな実験 に
時 日を 費す よ り も,よ り実利 的 な成 果 をね らって い た もの と見 え 『かわ りに とてつ も ない
量 の タイポ グ ラフ ィの 仕 事 を押 しっ け た』。同 じ頃,ア ム ステ ル ダムの 美術 館 は モ ホ リの個
人展 覧会 を企 画 しこ ・で 彼 は1916年か ら1928年まで ㊥絵 コ ラー ジ ュ,水 彩 画 な ど を展示
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した。 これ らの 作 品 はベ ル リ ンに置 い て あっ たの で そ れ を取 りに帰 る こと に な り,ま た展
覧 会 開催 中講 演 を して 若 い 人 間 た ちの共 感 を呼 ん だ。 こ れ によ っ てモ ホ リは,仕 事 をす る 、
こ とと同 じ く,か って の バ ウハ ウ ス時 代 の よ うに学生 た ち に"教 え る"こ とが 自分 の仕 事
の大 きな領 分 を 占め て い るこ とを悟 ったの で あ った 。
オ ラ ン ダでの 彼 の仕 事 で 見落 せ ない の は レイ ヨ ン会社 の デ ィス プ レイで あ る。 こ れは ユ
トレヒ トで の見 本 市 とブリュッセ ルで の世 界見本 市 の た め の もの で あ っ た。1935年『 『彼 の
言 う通 りや らせ て くれ る か,で な けれ ば彼 は全 然 しな い かだ っ た』。 とい うス ター トで,結
局 モ ホ リ と夫 人 及 び その 助 手 の女 の 子 ひ と りで仕 事 をは じめ た 。 こ れ は大仕 事 で何 千 とい
う布 地 を選 びベ ニ ヤ板 を切 抜 き糸 巻 きを と りつ け布 を垂 ら した 。結 果 は上 々で 注文 主 た ち
は 喜 び,こ の報 酬 をも って 夫妻 はパ リに遊 ん だ。 パ リで モホ リた ちは,ブ ラン クー シ,レ
ジ ェ,ド ー ロ ネー,モ ン ドリア ンた ち を訪 問 す る。 そ してパ リか らオ ラ ンダへ は も ど らず,
イ ギ リス に渡 るの で あ る。
『モ ホ リは1935年の5月 か ら,1937年の6月 まで,二 年間 をイ ギ リスで過 した』。
イ ギ リス の ロ ン ドンで,モ ホ リは彼 の 良 き同僚 と して の ジ ョル ジ ・ケペ ッシュ と と もに
グ ラフ ィック デザ イ ンを行 い雑 誌 ・ポ ス ター ・パ ッケ ー ジ その他 の広 告物 一 切 を引受 け,
主 な注 文 主 は イギ リス航 空 会 社,ロ ン ドン運輸,繊 維 雑 誌 を扱 っ て い る広告 代理 店 な どで
あ った。 また,デ ィス プ レイ デザ イ ン と して ピカデ リ ィ街 の 店舗 開店 に とも な うシ ョウウ
イ ン ドウ,店 内 設備 装 飾 な ど を手 が けた。 そ して映 画 製作 の 企 画 とそ の特殊 効 果 の作 業 に
も参加 した 。 その うちの ひ とつ,H・Gウ ェル ズの"来 た るべ き もの"は ア レ クサ ン ダー
・コル ダの 製作 で ある が この未 来 映 画 の 中で モ ホ リは新 ら しい プ ラス テ ィ ックの材 料 を用
い た実 験 を試 み よ うと し,そ の ミニ アチ ュ アを組 立 て て 『未 来 の ユ ー トピア的 な,都 市 の
フ ァ ンタス テ ィッ クな技 術 は,モ ホ リの夢 み る とこ ろで は,定 形 の も の を追 放 して い るだ
ろ う とされ た。 … 壁 は な く,ガ ラスや プ ラス テ ィッ ク板 で囲 まれ た,鋼 鉄 の骨 組 みだ けで
あ る」 。だ が最終 的 に仕 上 った 映画 で この特 殊 効 果 は カ ッ トされ て しま った。 この よ うな
未 来 を想像 の世 界 にお くイマ ジネ ー シ ョ ンの展 開作 業 は,人 間 の過 去 の凝 視 の 態度 と同 じ
.、 く,そ の 国民 性 風 土性 が強 く作用 す るか と想 わ れ る。 自 ら国籍 を 消去 した と言 って はば か
ら なか った モ ホ リの イ ンター ナ シ ョナ リズム に対 して,英 国 とい う風 土 に根 ざ した未 来指
向,ユ ー トピアへ の想 像 はい か に ウ ェル ズの 作 品 を基 に して い る とは い え,そ こに抜 き難
い 英国 の体 質 を感 じ させ ず には お か ない。 本 来英 国 は伝 統 的 とい っ て もい ・ほ どユ ー トピ
アへ の幻 想 的願 望 の強 い と こ ろで あ る。 こ ・ヘ モホ リの透 明 な未 来像 を提 示 され た と して,
言葉 で 語 られ て い る うち は まだ 良 い が,い ざそ れ が現 実 の模 型 と して具体 化 され た と き,
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英 国 の体 質 は それ を素直 には受 け入 れ難 い ので あ ろ う。 だ がそ れ とは別 に,モ ホ リ=ナ ギ
がイ メ ー ジ した未 来 の空 間 とは この よ うな もの で あ っ た か と,小 さな写 真 の図 版 を眺 めて
興味 はつ きな い の で あ る。
モ ホ リは1936年ベ ル リ ンで 開催 され るオ リ ン ピ ックの 記録 映 画 を16ミリフ ィル ム で撮 影
す る こ と を依 頼 された。 その6月 彼 は ベ ル リ ン に発 ち その意 気 は盛 んで あ った 。 だ が彼 が
ベ ル リ ンで見 た もの は何 で あっ た か。 『ベ ル リ ンで 話 した相 手 は,誰 も彼 も突 然,二 人 の
人格 を もっ て い た。彼 らはみ ん な,倫 理 的 な自分 と政 治 的 な 自分 と に分裂 して い た。 ぼ く
に は一 方 を受 け取 り,一 方 を拒 む こ とはで きな か っ た』。 そして彼 はベ ル リンに置 い て あ っ
た作 品 が"文 化 の ボ ル シ ェ ヴ ィキ"と して焚 き物 に され て しまった こ とを知 っ た。 『三 日
目の 朝,わ た しは ロ ン ドンに電 話 を して,オ リ ンピ ッ ク競 技 の写 真 を一 枚 も撮 らないつ も
りだ とい った 』。
モ ホ リはベ ル リ ンを後 に して故郷 のハ ンガ リアへ帰 り2週 間 をす ご した の で あ る。
この1936年の オ リ ンピ ック ゲー ム は,ヒ トラー の肝 入 りで盛 大 に開催 され,オ リ ンピ ッ
ク映画 史 上 の傑 作 といわ れ る"民 族 の 祭典"ま た"美 の祭 典"が 製作 され た。
ロ ン ドンで の モ ホ リは 多忙 の あ い間 を縫 って絵 画 の制 作 を続 けた。 そ して1937年の6月
6日彼 は一通 の電 報 を受取 った 。
『バ ウハ ウ ス路 線 によ るデ ザ イ ン学校 を秋 に開 く計 画 。 マ ー シャ ル ・フ ィール ドが プ レ
イ リー声 に住 居 を用 意 せ り。 廐舎 を工 房 に改 装 中。 グ ロ ピ ゥス博士 が貴下 を校 長 に推 挙 。
い か が な りや 。 シ カ ゴ,美 術 ・工 業協 会』
『… … われ わ れ は,い わ ゆ る"純 粋芸 術"を 教 え よ うとい うの で は な く,い わば芸 術 の 技
師 と い った人 た ち を訓練 す るので す 。 わ れ われ が と りか か って い るの は,芸 術 の意 味 を作
り変 え るこ とで す 。』
1937年10月18日,ニュー バ ウハ ウス は開校 し,グ ロ ピウ ス もその 式 に は参 列 した。 そ の
カ リキ ュ ラ ム は 『将来,わ れ われ は一 っ の こ とを,全 体 との 係 わ りの 上で な しに は決 して
語 れ ない』。と し,生物 の技術 及 び生態 学,化 学 及 び物 理 挙,数 学 と幾 何学,心 理 学,哲 学,
社 会 学 が組 み 込 まれ,あ らゆ る分野 の製 品 デザ イ ンの ほ か絵 画,彫 刻,建 築,写 真,繊 維
な どが その 対 象 で あ っ た。第1期 の学 生 は35名。 目標 と して は毎 年70名の 学生 を入 学 させ
る予定 で あ った 。 だ が発足 の時 よ りす で に理 事 者 の 間 での 財 政的 困難 が云 々 され は じめ,
モ ホ リは 自身 出 向 い て イー ス トマ ン ・コ ダ ック社 な どと交 渉 し資 金調 達 の道 を開 こ うと し
たが現 金 の寄 付 を受 け るこ と は難 か しく,彼 の 努 力 とは全 く別の と ころで理 事 た ちは 学校
の継 続 に見切 りをつ けて い た。 そ の理 由 は理 論 上 の失 敗 で は な く経済 的 条件 に よ る もので
:.
あ り 『学 校 を経営 して行 くため に,わ れ わ れ(理 事 者)は 担 保物 件 を以 前 の 五割 か ら六 割
で 売 らな け れば な らなか っ た し,そ の 上,資 金 を新 た な財 源,ま た は過 去 にお いて協 会 に
自由 に寄 付 して きた財源 か ら得 るこ とは で きなか っ た』。
この よ うに して1938年8月ニ ュ ーバ ウハ ウス は僅 か一 ケ年 で 閉鎖 された 。
だ が モ ホ リは く じけな か った 。 『われ わ れ な銀 行 に2500ドル あ るが,そ れ で は じめ よ う。
… … われ わ れで 自前 の学 校 をは じめ よ う』。 その方針 は すで にニューバ ウハ ウスで で き上 っ
て い た。 ニ ュー バ ウハ ウ スの 教員 た ちが5人 集 っ た。 そ の中 には ジ ョル ジ ・ケペ シュ もい
た。 そ して 少 く とも一学 期 間 は給 与 な しで教 え る とい う こと に な った に も か ・わ らず,た
と えば シ カ ゴ大学 の専 任 教 授 の二 人 は 『一 日 も また一 つ の講 義 も欠 かす こ とな く約 束 を守
った,こ の 教 育 の ため の義 勇 軍 の集 ま りに加 わっ た』。そ して案 内状 が くば られ18名の学 生
が参 加 し,さ らに夜 間 の学 生28名が集 って1939年2月に,イ リ ノ イ州 シ カ ゴ市 イー ス ト ・
オ ン タ リオ通 り空 き家 の二 階 で"デ ザ イ ン学 校"は ス ター トした 。 『は じめ に はケ ペ シュ
が芸術 ・工 業協 会 か ら給 料 の か わ りに受 け取 った長 椅 子 と講 義 用 の椅 子 以 外 に は備 品 は な
か った』。 また土 曜 日の朝 には子 供教 室 を開 いた。会 計 は 当分 シ ビル夫 人 が 受持 つ こ と にな
った 。 『デザ イ ン学校 の実 験 は,寄 付 と多額 な備 品 が教育 の 成功 を決 定 す るとい う信 仰 を
打 ち破 っ た。 …… モ ホ リは 自分 自身 と教 官 た ち に,教 育 は単 に教 える もの の義 務で あ る こ
と,ま た物 質 的援 助 で は個 人 の霊 感 の持 続 的 な力 を起 す こ とは で きな い こ とを証 明 した』。
1943年,デザ イ ン学校 は カネ ギ ー財 団 か ら5000ドルの寄 付,年 内 に また 同額 とい うよ う
に学校 の財 政 は安 定 す る と共 に,デ ザ イ ン教 育 の成 果 は着 実 に挙 った。 そ して1944年"デ
ザ イ ン学 校"の 名 は"デ ザ イ ン研 究 所"と 変 え られ る こ とに なっ た。
1939年,モホ リはハ ーバ ー ド大 学 の 工業 デザ イ ン会 議 に出 席 した。 席 上 メ ンバ ー の一 人
がモ ホ リの"デ ザ イ ンに あ る面 白半 分 なと こ ろ"を 告発 した と き彼 は嬉 しそ うに微 笑 して
答 えた。 『わた しは面 白半 分 にす るの が好 きで す。 それ が今 日の わ た しをっ くった と ころ
の もので す 。 わ た しは法 律 家 と して の教 育 を うけ ま した が,プ ラス テ ィ ッ クや 木材 な どで
面 白 半分 にや っ た ため に,多 岐 に亘 る経 験 を しま した」 彼 の この"面 白半分"(原書で は ど
の よ うな言 葉 が使 用 されて い るか不 明 だ が訳 者 に よ れば)を 日本 語 の字義 通 り皮 相 に解釈
す る とこれ は とんで もな い こ とに な ろ う。 モ ホ リは この会 議 にお い て,ひ とつ の ア イロ ニ
ー を投 げつ けた ので ある。 単 な る職 業 分化 の 上 にお いて呼 ばれ る"い わゆ るデザ イ ナー"
とい う専 門 職 に対 す る反 論 で あ る。 これ は その あ とに続 く彼 の デ ザ イナ ー の本 来的 な姿 へ
の 言葉 に よ って受 け継 が れ る。 『デザ イ ンは職 業で は ない,そ れ は あ り方一 企 画者 の あ り
方 で あ る』。
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こ れ を読 んで モ ホ リの 言葉 か らその 先駆 者 を見 出 す。19世紀 の ウ ィ リア ム ・モ リス は彼
の講 演 で こ う述 べ て い る。 「デ ザ イ ン とは た ん な る技 術 の こ とで は あ りませ ん。 それ は 数
多 くの 技術 をい か に処 理 して行 くか とい う総 合 的 な才能 をい うの で あ ります」。企 画者 のあ
り方,そ して 総 合 的 な才能 は,モ ホ リの 面 白半 分 とど こで 結 びつ くの か。 そ れは モ ホ リが
ち ら ち ら と口の端 に のせ て いた"ア マチ ュ ア リズ ム"で あ る。 ドイ ツの,完 壁 を指 向す る
専 門 家主 義 が今 日の(ヒ トラー の)災 害 の すべ て を与 えた の だ とす るモ ホ リは,イ ギ リス
は アマ チ ュ アの 国 で あ り 『ほ とん ど全 て の代 表 的 なイ ギ リス の政 治 家一 チ ャーチ ル,チ ェ
ンバ レ ン,ボ ー ル ドウ ィ ンー は 行政 的 訓練 を受 けた こ と は ない とい うこ とで あ り,イ ング
ラ ン ド銀 行 の 総裁 は銀 行家 で は ない し,最 大 の 鉄 道 会社 の 社長 は事 業家 で は ない,と い う
こ とだ っ たdこ れ にの っ とる な らば19世紀 のモ リス も ま さ し く偉 大 な る アマチ ュ ア以外 の
何 者 で も な い。 この アマ チ ュ アの系 譜 の上 にモ リス もモ ホ リも,時 代 と その表 現 こそ ち が
え同 じ く トー タル な視 野 を持 つ こ とが可能 とな り,い たず らに固 定化 した専 門 の領 分 に わ
ず ら わ されぬ 創 作者 と して の存 在 を明 らか に して い るの だ 。
この よ うに,自 己 の可能 とす る範 囲 にそ の表 現 の わ くをお しひろ げ,理 解 及 ば ぬ もの に
ダイブ
と って は何 の 脈絡 も見て とれぬ よ うな多岐 に わた る創 造 を な しとげ て行 く人間 の 型 は,常
に世 間 の誤 解 を まね きや す い。 しか し注意 深 く見 っ め る か,ま たは 同 じタイ プ に属 す る人
間 に とっ てみ れ ば,そ の個 人 の 表現 が終 局 的 に は なに を志 向 して い るの かが わ か るで あ ろ
う。 それ は現 実世 界 の彼 方 に存 在 す る彼 の理 想 郷 なの だ。 これ は政 治的 革 命 に よ って到 来
させ られ る もの で は な く,あ く まで も人 間個 々の 心 的革 命 を基 に して成 就 され る世 界で あ
る。
モ ホ リが その 青 年期 にオ ース トリア ・ハ ンガ リー帝 国 の 崩壊 に遭遇 し,ハ ンガ リア ・ソ
ビエ ト政 権 の 樹 立 に救 世 の希 望 を抱 いて,共 産 主 義政 権 に 自分 自身 と芸術 とを投 げ出 そ う
と した と き,彼 の芸 術 は 非再 現 的 な もの と して 受 け入 れ られ な か った。 モ ホ リに とっ て彼
の 芸術 は,彼 の 意識 の革命 の中 に お いて 因襲 的 なア カ デ ミス ムの タブ ロー か ら訣 別 した末
に構 成 されて きた もので あ った にも か かわ らず,『 現 在 の 共産 党 は ……"無 産 階 級 の教 育"
とい う偽 りの 名 の もと に,無 用 で下 品 な過 去 の儀 式 の真 似 を して い る』。
そ して彼 は彼 な りの信 念 を抱 い て いた 。 そ れ は,彼 の 構 成主 義 的 な作 品 は,大 衆 に とっ
て それ ほ ど難 か し くな く受 理 され る もの だ,と い う信 念 で あ り,.これ は後 年 に いた るまで
変 ら なか った もの と思 われ る。 また 『何 人 も機械 の 前で は平等 で ある。 … …工 業 技術 に は
因襲 も階 級 意 識 もな い。 …… これ が われ わ れの 世紀,工 業 技術 と機 械 と社 会主 義 の 世紀 な
の だ』。1917年に誕 生 した ロシア ・ソ ビエ ト政 権 の 下 にあ って 当時 の ロ シア前衛 の作 家 た ち,
マ レ ヴ ィ ッチ,リ シッキ ー,タ トリン らの創 造 活 動,さ ら に第 一 次 大戦 に よって 被 害 を こ
::
うむ っ た とは い えな おそ の炎 を保 ちっ づ け たマ リネ ッテ ィ らの未 来派 の思 想 が,こ の青 年
モ ホ リ=ナ ギ の 上 に強 く作 用 して い る こ とは い なめ な い こ とで あ ろ う。 社 会 の未 来像 を 自
己 の う ちに反 映 させて い る創 作 者 に と って は,そ の表 現 の範 囲 が極 小 の もの か ら巨 大 な も
の まで,そ の ヴ ィジ ョン と して の宇 宙 をか い ま見 るこ と にっ いて は,量 や 規模 の優 劣 に ま
ど わ され る こ と もな く全 く等 価 な存 在 で あ る と い う認 識 を持 ち得 るので あ る。
クリエー ター
『芸術 家(と い うよ りも創 造 者 とで もい うべ きで あ ろ う)に と りイ ンキつ ぼ の レ ッテ ル は
絵 画 や 都市 計 画 と同 じく らい重 要 だ』。
最後 に,こ の よ うな地味 な そ して基礎 的 な書 物 の翻 訳 に精 を出 され た下 島正 夫 氏 ・高取
利 尚氏 の ご苦 労 に感 謝 した い。
1975.9.30京 都市立芸術 大学 平 田 自 一
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